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詠
吟
の
構
成
主
義

_
 

土
田
耕
督

「
我
ハ
歌
ヨ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
歌
ツ
ク
リ
ナ
リ
」
。
『
千
載
集
』
『
新
古
今
集
』
の
黄
金
時
代
に

先
立
っ
て
そ
の
礎
を
築
い
た
、
院
政
期
歌
壇
の
最
重
要
人
物
で
あ
る
源
俊
頼
は
、
自
ら
を
称

し
て
こ
う
鳴
い
た
と
い
う
。
そ
の
所
以
は
、
「
風
情
ハ
ツ
ギ
ニ
テ
、

ヲ
ト
リ
ア
ツ
メ
テ
キ
リ
ク
ム
」
こ
と
に
あ
っ
た
。

心
情
を
四
季
の
景
物
に
託
し
て
表
現
す
る
の
が
歌
を
「
よ
む
」
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
歌
を

ェ
ク
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

「
つ
く
る
」
こ
と
は
〈
表
現
〉
で
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
言
語
技
巧
を
駆
使
し
た
趣
向
に

走
る
わ
け
で
も
な
い
。
過
去
の
歌
の
中
か
ら
、
魅
力
あ
る
言
の
葉
を
カ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
て
リ

コ

ン

ボ

ジ

シ

ョ

ン

コ

ン

ボ

ジ

シ

ョ

ン

ミ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
〈
詩
作
〉
を
、
音
の
配
列
と
し
て
の
〈
作
曲
〉
に
か
ぎ
り

な
く
近
づ
け
る
。

当
時
、
和
歌
は
歌
会
な
ど
に
お
い
て
詠
吟
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
レ
ー
ズ
の
配
合
が

メ
ロ
デ
ィ
の
質
を
左
右
す
る
よ
う
に
、
言
菓
の
組
み
合
わ
せ
如
何
に
よ
っ
て
、
一
首
の
響
き

の
優
劣
は
決
定
づ
け
ら
れ
る
。
詠
歌
に
「
め
づ
ら
し
き
ふ
し
」
を
追
求
し
た
〈
歌
作
り
〉
俊

頼
は
ま
た
、
塩
簗
に
堪
能
な
奏
者
で
も
あ
っ
た
。

エ
イ
モ
イ
ハ
ヌ
詞
ド
モ




